
　当社は、1929年（昭和4年）に創業して以来、塗料メーカー
として社会の要請に応える製品づくりを追求してまいりました。
起業の礎となったさび止め塗料「ズボイド」は、秀逸な防錆効果
が広く市場から支持され、橋梁やプラントなど、当時の社会イ
ンフラの長寿命化に貢献してまいりました。
　さらに、90年近い創業の歴史の中で、総合塗料メーカーとし
て新しい塗料技術や施工法の開発、環境に優しい技術開発に取
り組み、重防食塗料をはじめ多くの塗料製品を開発・上市し続
け、日本の社会の発展に貢献し、総合塗料メーカーへと成長を
果たしてきました。また、近年では海外においても、自動車部
品を中心に当社製品の需要が拡大しており、製品を通じた社会
貢献はグローバルにまで広がっています。
　今後、当社が取り組むべきことは、創業以来、培ってきた豊富
な技術と経験を基盤として、独創性の高い製品・情報・サービ
スの提供を通じて、環境問題に取り組む企業を目指すことです。
　平成29 年度から、当社は新たに第3次中期経営計画をスター
トさせました。この中で、経営理念である「新しい価値の創造を
通じて地球環境や資源を護り、広く社会の繁栄と豊かな暮らし
の実現に貢献できる企業を目指します。」のもと、経営方針とそ
の具体的実行策を策定しました。今後、計画を着実に実行する
ことで社会の種々の課題を的確に認識し、解決してまいります。
これによって、単に事業規模の拡大を追求するビッグカンパニー
を目指すのではなく、社会の皆様から信頼されるグッドカンパ
ニーとなるべく事業を展開してまいります。

社会の皆様から信頼される
グッドカンパニーへ

　また、2020 年の東京オリンピック・パラリンピックの開催を
境に、社会インフラや住環境インフラは新設の時代からメンテナ
ンスの時代に突入していくものと予想しており、新設は急減する
かもしれません。
　こうした状況に対して、今から対応策を講じる必要性を感じて
います。社会インフラや住環境インフラのメンテナンスを、施主
やメンテナンス業者の皆様にうながす情報の提供、物件ごとにメ
ンテナンス材料や手法を提案できる仕組みの構築、需要を囲い
込むマーケティングモデルの構築などを急がねばなりません。
　当社では、メンテナンス需要の獲得を確実にすることを目的
に、那須事業所に「防食センター」の建設を予定しています。こ
こでは、防食分野の塗装対象物を維持、管理する上で必要とな
る製品や技術・情報・サービスをトータルに提供するための研
究開発に主眼を置いています。具体的には、塗膜および素材
の劣化予測、省力化・自動化・ロボット施工など、新時代の工
法開発を行います。
　この「防食センター」で生み出した技術を利用して、たとえば、
塗膜や素材の劣化状況を予測した上で、部分補修もしくは大規
模メンテナンスを判断する仕組みを構築してまいります。これ
によって、ライフサイクルコストを考慮した、最適なメンテナン
ス仕様や効率的な施工方法を提案するなど、お客様のニーズに
きめ細かく応えていきます。

新設の時代からメンテナンスの
時代への転換

　国内では2020年に東京オリンピック・パラリンピックの開
催を控えており、我が国の様々な産業分野の最先端技術を世
界に示す絶好の機会であると考えられます。そのためには技術
力のみならず、社会構造も国際標準レベルに変貌する必要が
あります。このように、変わりゆく社会構造の中で持続的・継
続的な成長力を有する企業であるためには、変化を見据えて社
会に貢献できる新たな価値創造の枠組みが欠かせないと考え
ています。
　迫り来る変化の中で、デジタルテクノロジーの発展およびシェ
アリングエコノミーの到来によって、消費者の意識も変化し、自
動車や建築・住宅の各産業に大きな変革が訪れるものと予想
されます。このことは塗料をはじめとする素材についても例外
ではなく、塗装を必要としない素材が登場するかもしれません。
　仮にそうした状況が生じたとしても、当社は広義のコーティン
グ技術をもって、新しい素材を保護し、彩り、または加飾をするこ
とで、新しい価値を付与し、豊かな暮らしの実現に貢献していく
所存です。これは、当社の社会的責任であり、経営理念の追求
そのものであります。
　具体的な取り組みとして、小牧事業所で建設を予定している

社会貢献に向けた新たな価値創造
の枠組みをつくる

　国内では少子高齢化を背景にした技能者や職人の不足もま
た深刻な問題であります。いうまでもなく、数多くの現場での経
験を積み上げてきたベテラン職人の技は一朝一夕には身につ
きません。
　今日、ICT（情報通信技術）の進歩によって、職人の技やノウハ
ウをコンピュータに学習させ、マニュアル化することが可能にな
りつつあります。しかし、収集したデータを因数分解して因子を
組み立てていかなくてはならないため、膨大な情報が必要です。
また、感覚的なものはデータベース化しにくく、マニュアル化は
不可能に近いと考えられています。
　たとえば、経時変化による10年後の塗膜の劣化具合に関す
る予測手法を確立するとなると、1年ごとの塗膜の変化を10 年
間にわたって検査し、それをデータベース化した後に、人間の感
触や感覚によって補正する必要があります。現在、当社では鋼
構造物の点検、塗膜や鋼材の劣化予測、さらにはメンテナンス
時期の設定に向けてのデータづくりに着手しています。こうし

技能者や職人の不足を先端技術で
カバーする

「新素材センター」を挙げることができます。ここではさまざま
な成形品に対して、素材解析や最適コーティングシステム、デザ
イン、効率的コーティングラインなどをトータルに提供していく
ための研究開発を行うことを目指しています。
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独創性の高い製品・情報・サービスの提供を
通じて、環境問題に取り組む企業を目指します。

　塗料メーカーにとって、環境対策は最重要課題の一つであり
ます。中でも、従来の溶剤形塗料に多く含まれているVOC（揮
発性有機化合物）の削減が急務です。最も有効な手段は塗料の
水性化であることから、当社は水性化が特に難しいとされてい
る重防食塗料に関して、業界に先駆けて研究に取り組んでまい
りました。そして、溶剤形塗料と同等の防食性能・塗装作業性
を可能にした「DNT 水性重防食システム」の開発に成功してい
ます。同システムは、金属部に直接触れる防食下地となるジン
クリッチペイントから上塗塗料まで、すべて水性塗料で構成さ
れた塗装システムで、現在規格化が進行中のため、今後の地球
環境の維持や保全に大きく貢献できると確信しています。
　一方、都市における統一された景観や美しい街並みづくりへ
の社会の関心が高まる中、CSR（企業の社会的責任）の一環とし
て、当社の色彩設計担当部署では、景観材料としての塗料の持
つ色彩機能や効果を活かし、環境に調和した優しい色彩環境を
創り、快適な暮らしを実現する活動にも取り組んでいます。
　さらには、塗料・塗装業界の環境への取り組みに関する最新
情報を発信する場として、「DNT 環境塾　環境と塗料について
のセミナー」を、平成15年から毎年全国各地で開催しています。
同セミナーは、最新の塗料・塗装の環境対応技術動向を踏まえ
た多様な情報発信により、官公庁や建築設計事務所、塗装業界
などから多数のご参加をいただき、毎回高い評価を得ています。

独自開発の技術で地球環境の
維持や保全に貢献

　当社は創業以来培ってきた技術並びに経営理念に基づき、
「国内塗料事業の高付加価値化」、「海外塗料事業の積極拡大」、
「新たな収益源事業の育成・強化」に取り組んでいます。そして、
DNT ブランドを国内外に浸透させ、多方面で成果を重ね、さら
なる成長と発展のための事業活動を推進し、企業として社会の
さまざまなステークホルダーの皆様の期待に応える事業展開
を図る所存です。
　現代社会が抱えるさまざまな課題を一つひとつ真摯に受け
とめることが、新しい製品の開発と市場への提案、時代の動き
と連動した新技術の研究とその加速、有用なサービスの提供に
結びつくこととなります。同時にそれらは、企業として果たすべ
き責務であり、社会貢献の実践そのものであります。また、環
境および社会、ガバナンスのいずれの面においても、社会の一
員という自覚のもと、これからも責務を確実に果たすとともに、
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成に貢献する活動において
も推進してまいります。
　当社は、企業の社会的責任を果たし、地域社会への貢献に努
めてまいりますので、変わらぬご指導を賜りますよう、何とぞよ
ろしくお願い申し上げます。

現代社会の課題を真摯に
受けとめていく

た取り組みを通じて、人手不足という社会課題に真摯に応えて
いきます。

3Social & Environmental Report 2018




